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　道標が建てられた年代については道標に刻まれた紀年銘か
ら、竹川は弘化４年（1847）、新茶屋は嘉永６年（1853）とわ
かります。松阪市のものは弘化３年（1846）で、江戸時代の
後期に外宮から遠い順に比較的短い期間に建てられました。
　また道標の造立には近江国（江州）守山宿にある守善寺（時
宗）が発起で共通していることが道標に刻まれています。そ
のほか道標には、共同で造立に携わった紀州若山や伯州倉吉、
江州などの遠隔地の人々の名前や松坂徳和、松坂新町といっ
た伊勢国の世話人の人物名も刻まれています。
　道標には外宮までの距離だけが記されたのではなく、伊勢
街道上の各地や周辺からの距離が記されています。新茶屋の
道標には左側面に外宮までの通過点である宮川までの距離、
右側面には四日市日永や関、津、松阪などが記されています。
帰りの際でも現在地と各地までの距離がわかりやすい道標と
なっています。

　四日市の日永から伊勢神宮内宮まで続く伊勢街道には現在 56 基の石造道標が残されています。
伊勢街道沿いにある道標の多くは道の分岐点に建てられており、それらは伊勢街道の方向を示すも
のです。そのため３基の道標のような、分岐ではなく道に直行するように立てられ、外宮までの距
離を示しているものは少ないです。さらに松阪市のものを含む３基の道標が一里ごとに立てられて
いることで、外宮までの距離を定点的に示しており、伊勢神宮まで確かに近づいていることを参宮
者に感じさせるものとなっています。
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石造道標「従是外宮江二里」（新茶屋）　銘文                                                 （S=1/20)
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竹川の道標と伊勢街道（西から）

新茶屋の道標と伊勢街道（西から）


